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持株会社体制移行の中止に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年２月 28 日付「会社分割による持株会社体制移行及び子会社（分割準備会社）の設立に関す

るお知らせ」に記載のとおり、2020 年９月 21 日（予定）を効力発生日として会社分割の方式により持株会社

体制へ移行することを決議しました。その後、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、2020 年４月 27 日付

「会社分割による持株会社体制移行の延期に関するお知らせ」に記載のとおり、持株会社体制移行の延期をお

知らせしておりました。 

本日開催の取締役会において、持株会社体制移行を中止することを決議いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 
記 

 

１． 持株会社体制移行の中止の理由 

当社は、事業ごとの一層の意思決定の迅速化や更なる事業領域の拡大へ対応が急務であると考え、これを

実現する組織として持株会社体制へ移行することを決議いたしました。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染症をきっかけとして事業環境が大きく変化し、ガラスびん事業に

おいては岩倉・姫路の２工場体制から岩倉１工場体制への再編を実施するとともに、生産停止後の姫路工場

では子会社の日本パリソン㈱のＰＥＴボトル用プリフォーム新工場建設を決定し、事業転換を進めており

ます。このような状況下、当面は現行の体制にて事業を推進していくことが適当であると判断し、持株会社

体制移行を中止することといたしました。 

なお、長期的な視点で会社の方向を示す「ISHIZUKA GROUP 2030」では、①2030 年度連結営業利益 50 億

円、②ISHIZUKA GROUP を支える「ヒトづくり」、③環境と調和した持続可能な未来社会への貢献を重点ポイ

ントとして掲げており、最適な組織体制に関する検討を引き続き行ってまいります。 

 

２．今後の見通し 

  本件が 2023 年３月期連結業績に与える影響はありません。 

 

以上 

 


